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本年度、当グループスタッフは、初期宇宙にj封ナる巨大ブラックホール形成とその宇宙論的  
効果、並びに星・惑星系の形成論を中心に研究を展開した。前者のテーマに関しては、米国プ  
リンストン大学、ハーバード大学との間で、学振日米科学協力事業を推進した。   
また、輯射場と物質場の相互作用を自己矛盾なく扱う掃射流体力学計算法の開発も進めた。  
これは、計算物理学研究センターで製作された超並列計算機CPTPACSによる実現を目指すも  
のである。   
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強い制限を与えることになる。これらの解析結果は、現在論文としてまとめられている。   











関連する韓射輸送計算法の基礎的検討も進めた。   
【4】星・惑星系の形成（中本泰史，中村文隆）   
星間雲中の密度の高い部分である分子雲コアが重力収縮することにより、恒星や惑星系が形  
成される。分子雲コアの収縮の際、角運動量を持ったガスは中心星にまで一気に落下すること  
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を正確に考慮して、原始惑星系円盤の温度を正確に求める計算を実行する予定である。   
＜論文＞   
1．T．Tsuribe．M．Umeml汀a，andJ．Fuk11e，Self－Simi1ar SphericalAccretionviaExternal   
RadiationDrag，P≠あJ．Aβ加乱∫oc・J叩叫47，73－79（1995）・  
2．A．Takahashi，コ．Fukue，K，Sanb11ichi，andM・Umemura，DynamicalStabilityofCosmolog－  
icalAccretionDisksEmbeddedinExternalRadiationFields，Publ．Aslron．Soc．Japan，   
47，425－428（1995）．   
3．JL FukueandM．Umemura，AccretionDisksdrivenbyExternalRadiationDragaround   
CentralLuminou5Sources，Pubt．Astron．Soc．Japan，47，429－437（1995）．   
4．S．SasakiandM．Umemura，ReionizationoftheUniversedue toEarly－FormedMassive   
3】ackHoles，．45fγ呼んyβ血J血≠mαg，462，inpress（1996）・  
5．Ⅰ．Mtlral（amiandM．Umemura，DynamicalHeatingandMetallicGasS11pPlybyE11iptical   
GalaxiesinRichClusters，AsfrophysicalJournal，Submitted（1995）   
6．M，Umemura，CosmologicalAccretionDisksdrivenbyRadiationDrag，BasicPhysics qf   
Accγeまわmか盲β鳥，inpress（1996）   
7．T．Tsuribe and M．Umemln・a，Rapid Mass Accretionby Background RadiationForce，   
BasicPhysicsofAccrelionDi・殉inpress（1996）   
8．T．TsuribeandM．Umemura，Radiation－HydrodynamicalEvolutionorthe CosmologlCal   
AccretionDisks，Cosmolo9icalConstanlandlheEvolutionoflheUniverse，307－308（1996）   
9．M．tJmemura，RadiationHydrodynamicsonaMa5SivelyParallelSupercomputer，NAP96，  
inpTeSS（1996）  
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Vo137，No．1，11－17（1996）   
13．TaishiNakamoto and YoshitsugllNakagawa，GrowthofProtoplanetary Disks around   
YoungStellarObjects，AslrophysicalJournal，445，330－336，（1995）．  
14．TaishiNakamoto，RadiationHydrodynamicsforStarandProtoplanetaryDi5kFormation，   
〃APタβ，inpress（1996）  
15．中本泰史，ActiveDiskとしての原始惑星系円盤，日本惑星科学会誌「遊星人」，Vol．4，No．   
4，239－247（1995）・  
16．F．Nakamura，T．Hanawa，and T，Nakano，Fragmentation ofFilamentary Molecular   
CIoudswithLongit11dina］MagneticFields：FormationofDisksandTheirCo11apse，Astro－   
pんy5盲cαJJo㍊mαJ，444，770－786（1995）・  
17．F．Nakam11ra，andT・Hanawa，NonTaXisymmetricEvol11tionofDynamicallyContracting   
DisksandIt5ImplicationforBinaryFormation，AstrophysicalJournalLeiters，S11bmitted  
（1996）・  
18．F．NakamuI・a，andT．Hanawa，NonTaXisymmetricEvolutionofDynamicallyContracting   
DisksandFormationofBinaryStars．NAP96，inpress（1996）   
19．T．Matsumoto，T．Hanawa，andF．Nakam11ra，Self－SimilarCollapseofRotatingIsothermal   
C】o11ds，NAP96，inpress（1996）  
＜集中講義＞  
梅村雅之「宇宙の大規模構造と銀河形成」   
お茶の水女子大学（1995年7月6、7、8日）  
＜非常勤講師＞  
梅村雅之「天文学」   
気象大学（1995年4月～9月、12回）   
＜講演＞  
1．梅村雅之「QSO／AGNの形成」（レビュー）   
京都大学基焚物理学研究所短期研究会「銀河形成」（1995年6月）  
2．釣部通、梅村雅之、中本泰史「宇言論的輯射輸送：層状ガスと背景幅射場の相互作用」   
日本天文学会（1995年10月）   
3．吉田宏、梅村雅之、吉井譲「銀河の光度関数と宇宙論的パラメータ」   
日本天文学会（1995年10月）  
4．梅村雅之、「CosmologicalAccretionDisksdrivenbyRadiationDrag」   
国際会議「β血石cPんy．亨盲c．50JAccγ℃山花∂豆βた」（1995年10月）  
－23－   
5．釣部通、梅村雅之「RapidMassAccretionby］〕ackgroundRadiationForce」   
国際会議「飢5盲cア恒壱cβげAccγe如乃か盲β揖（1995年10月）  
6．梅村雅之「QSO／AGN物理過程の概朝」   
筑波大学計算物理学研究センター研究会「滞在型ワークショップ・銀河形成」  
（1995年12月）  
7．釣部通、梅村雅之「QSO／AGNの物理」   
筑波大学計算物理学研究センター研究会「滞在型ワークショップ・銀河形成」  
（1995年12月）  
8．釣郡通、大家修一郎「星形成：分子雲の分裂過程」   
筑波大学計算物理学研究センター研究会「滞在型ワークショップ・銀河形成」  
（1995年12月）  
9．梅村雅之「銀河形成の物理」（レビュー）   
第8回理論天文学懇談会シンポジウム「宇宙の階層構造」（1995年12月）  
10．釣部通、梅村雅之「Radiation－HydrodynamicalEvolutionoftheCosmologicalAccretion   
Disks」   
第8回理論天文学懇談会シンポジウム「宇吉の階層構造」（1995年12月）  
11．梅村雅之「韓勇寸流体力学による宇宙物理学I」   
数値シミュレーションによる天文学シンポジウム（1996年1月）  
12．釣部通、梅村雅之「韓射流体力学による宇宙物理学ⅠⅠ：散乱の取り扱い」   
数値シミュレーションによる天文学シンポジウム（1996年1月）  
13．梅村雅之「輯射流体力学の定式化と線形波動」（レビュー）   
京都大学基礎物理学研究所短期研究会「宇宙における構造形成と輯射輸送」  
（1996年2月）  
14．釣部通「反復法による韓射輸送問題の解法」   
京都大学基獲物理学研究所短期研究会「宇宙における構造形成と輯射輸送」  
（1996年2月）  
15．嶺重慎、釣部通、梅村雅之「ハイzクエーサーディスクの構造」   
日本天文学会（1996年3月）  
16．中村文隆、梅村雅之「原始ガス雲の熱的進化とその分裂」   
日本天文学会（1996年3月）   
17．TaislliNakalnOtO and Yoshitsugu Nakagawa，Growth ofProtoplanetary Disks around   
Protostars（posterpresentation），GordonResearchConference”Origi11SOrSolarSystems”，  
illNH，USA，1995June．  
1臥中本泰史「冷たいガス円盤における自己重力不安定（丁）計算法」   
日本惑星科学会（1995年11月）   
19．中本泰史「星周円盤の形成と円盤の重力不安定性」  
24－   
筑波大学計算物理学研究センター研究会「滞在型ワークショップ・嚢河形成」   
（1995年12月）   
20．中本泰史「原始惑星系円盤の形成と円盤の自己重力不安定性」   
給研B研究会「星の誕生」（1995年12月）  
21．中本泰史「ガス円盤における重力不安定一局所近似・非線型計算」   
第8回理論天文学懇談会シンポジウム「宇宙の階層構造」（1995年12月）  
22．中本泰史「掃射流体力学による宇宙物理学ⅠⅠⅠ‥星・原始惑星系円盤の形成」   
数値シミュレーションによる天文学シンポジウム（1996年1月）  
23．中本泰史「短特性線法による多次元碍射輸送方程式の解法と編射ミ充体力学」   
京都大学基礎物理学研究所短期研究会「宇宙における構造形成と韓射輸送」  
（1996年2月）  
24．中本泰史「ガス円盤における非軸対称自己重力不安定一局所近似・非線型計算－」   
日本天文学会（1996年3月）  
25．中村文隆、花翰知事「動的に収縮する円盤の分裂と連星系の形成」   
日本天文学会（1995年10月）  
26．松本倫明、花輪知事、中村文隆「回転しているガス円盤の相似的収縮」   
日本天文学会（1995年10月）  
27．中村文隆「磁気雲の重力収縮と動的に収縮する円盤の進化」（レビュー）   
滞在型研究会「星の形成」（1995年10月）  
28．中村文隆「動的に収縮する円盤の分裂」   
重点領域研究「星間物質とその進化」大研究会（1995年10月）  
29．中村文隆「動的に収縮するガス円盤の分裂と連星系の形成」   
第8回理論天文学懇談会シンポジウム「宇宙の階層構造」（1995年12月）  
30．中村文隆「回転しながら動的に収縮するガス円盤の分裂と連星系の形成」   
NROワークショップ「星の誕生」大研究会（1995年12月）  
31．中村文隆「動的に収縮するガス円盤の分裂と連星系の形成」   
数億シミュレーションによる天文学シンポジウム（1996年1月）  
32．松本倫明、花輪知事、中村文隆「収縮する回転ガス円盤の振動とそのメカニズム」   
日本天文学会（1996年3月）   
33．中村文隆、花輪知事「磁気雲の重力収箱について」   
日本天文学会（1995年10月）  
34．中村文隆、花輪知幸「回転しながら動的に収縮する円盤の進化と連星系の形成」   
日本天文学会（1996年3月）  
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